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16. Familia CLUBIONIDAE フク ログモ科 

89. Chiracanthium sp. コマチグモ 

90. Chibiona jucanda Kai を ch スずアカフク ログ モ 

17. Familia HETEEOPODIDAE ァシダカグモ科 

91. Heteropoda venaioria (Linnaeus) アシダカグモ 

18. Familia SELENOPIDAE ァハセグモ T 斗 

92. Selenops hursarius Karsch アノ、七グモ 
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19. Familia GNAPHOSIDAE ワシグを科 
CemuTia mger Kishida ii.sp. クロ ケムリグモ 

Yoshidaia iypica Kishida ヨシダグモ 


サソ リ モ ドキのみ布 
江 崎 憐 S 

サソリモドキ Typopeltis sthnpsonii (Wood) は大形異形な動物として，义本 
邦にがける脚鬚目 （PedipalpO の代表をとして珍重されてねる。この種は九州 
南部及びをの麗島に黏々と發見されてむるのであるが，をの分ホ狀態の總措記 
述されをものはない機で，今回畏敬の巧學高島春雄氏の需もあり，こ〇秀筆を 
綾る次第である。 

本論にみるにホだつてこ,の珍動物のホ歷に就いて漫筆を試みよう。この動物 
は最初 1862 年に Horatio Charles Wood 氏によつで Thelynhcnus stimp&onii 
といふ おで記載されなもので，をの產地は曰本 （ "Japan ，，） となつて居り，穂 
本は唯1頭であつたらしい。私は今手許にこの原記載を所持してるないが，こ 
の 標本は をの 學名に示されてわる如く Stimpsoii 巧の採集品であることは疑な 
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い。この William Stimpson 巧についてはをの經歷を詳しく知らないカミ，巧は 
1853年から1856年に宜つて Colin Ringgold と John Rodgers 兩提督の率ゐた 
化米合衆國の極柬探檢艦隊の博物學者で，この探檢は Vincennes . Hancock , 
Porpoise , Feunimore Cooper , John P . Kennedy O 5 隻からなり，有名な Perry 
の探檢艦隊と巧時に極おへ巧つて化溝しをのであるが，遂中で暇をとつて，日 
本との閒國交渉や，な戶灣下田，箱鶴等の测量は Perry の方に先手を打を 
れて了ひ，結局南日本，特に奄美大島と鹿兒島灣の測量が一番大きな收穫であ 
つた 0 奄裴大轟へは1854年9巧12日に旗艦 Vinceuiies (800 トン）と Porpoise 
(400 トン）の2隻が香避を出發して向つて來をが，後者は途中で暴風の爲に行 
方不明となり，結局 Vincennes は沖繩本島で Peny 艦隊のやつを測量の繼續 
をして翌化煎年1巧に鹿兒島灣を經で奄美大島へやつで來を。！巧120菩が島 
に接近，嵐の止むのを待つて19日上陸，20日から奄美大島の方へ廻り，22日か 
ら24日まで上陸した 0 この間のみ impsou の手記には海產動物のことはニミ記 
事が見えるが，サソリモドキのことは殘念乍ら記されてねない。從つて彼の採 
集になるサソリモドキが.何處でが集されたものか，今之を明かに出來ないの 
は遺憾である0 

な上の様なわけで，このサソリモドキ色標本の產地は不明であるが，沖繩本 
島か，或は本種の特に夕產する奄美大島。產と見るむが至當でをらう。 m 隘の 
立寄つた下巧には暖地の動物が變見されるが本龍は見がかつてねない。をれで 
この"日本’’と言ふ記錄も九州本島な北は含まれてをないと見るのが穩當であ 
る0 

尙餘談であるが> 本種の名付け親〇 Wood といふ人は1841年1巧巧曰 Phi - 
ladelphia で生れ，後に Pennsylvania 大學の藥物學り敎授として著ちガつた人 
で，1920年1巧3日巧ボで死んだ0このサソリモドキを記載した時は弱冠20歲 
の靑年で，これが又巧の處女論文に次ぐ第2のでもあつた0をの後この類や夕 
足類に就いて若干の論文を書いたが，賢明にも （？） 動物擧の足を洗つて/*本 
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寧擧"の大家となった。口か冶.巧年 （1900) 還曆顾贺の爲かどうかは知らぬが 
夏かみを利巧して日本へ漫遊にホて，東京から京都，寶智溯を經てお古屋から 
中仙道へ把て，天龍川を下り，目光，®井澤，鞠お等にも遊んで歸って巧った， 
この時昆蟲や鸭蟲兩棲類等を採集して巧った。 

18巧年9月に Arthur G . Butler 巧;は Thelyplioixis 屬のモノグラフを發表 
し， Thelypliomis stimpsonii に霄避を產地として遣加した （ p . 204)〇更にこの 
論文中で潑くことは朝鮮 （" Corea ") から Tkelyphomis lucanoides とドふ1新 
種を記載してねることであるか. 205)0 これは Arthur 人 dams の探集した2 
頭の標本である 。 Arthur Adams は目本朝鮮方廚へは二度來朝しをことのあ 
る動物學者で，巧の採集なでぃ Corea " となってねるものには甚だ多數の間違 
のあることは.嘗ておも指摘しを如くであり > 本觀仍場合は後述のか< Pocock 
によつて Borneo の誤であるとされをので，この驟鮮產のサソリモド平は一應 
消滅しをわけである。尙义岡じ P. 205に Thclyplwnus sinensis なる穗が記載 
されてゐる力;，をの產地は霄避で，この種も stimpsonii の若い簡體に過ぎぬこ 
とが後に判っを。 

1894年8巧になって R . 1.， Pocock 氏は大英博物 j 館のこの類に就いて研究し 
幾多の新屬を創設し，上記の通り Thelyphonus lucanoides の產地の" Corea ，， 
は Borneo とすべきことを指摘しか. 123) •义 を tim で sonii は新屬 Typopeltis 
(type : T, crucifer sp . u .) へ編入された （ p . 12の。彼は本釀に就いては Alfred 
Carpenter 採集の2頭の雌に基いて詳細なる記載をした 0 この標本は " OG-Sima 
( Lu-Chu Islands )，， 卽ち奄美大島のものである。奄美大島は現在でも，又邦人 
でさへも疏球の中に入れる人がある。彼は芙國海軍±官で，軍 I 瓷 " Magpie ’’に 
便乘し，日月治巧年 （188 の來朝，3巧にあ美大島，目〜6巧には館山灣，東京 
灣へ來り，更に對馬や朝鮮へも廻り，各所でいろいろな動物を採集して行っを0 
Tocock 巧はでん sinensis Butler が香繼〇でん siimpsonii の巧型ならんと言 


む植概あ動物， Vol . 1,凸〇•ろ P . 409—410, 1933. 



ひ，岛本種と極めて近似してねると述べたか1を弓 )0 

189了年になつて Karl Kraepelin 巧は，有鞭類 ( Uropygi ) の綜說を發表 
したが， こ〇中で本邦關がではホづ Typopeliis formosanus といふ新種を臺灣 
から記載した （ P . 14)。これは唯1頭の雄に基いをものである力も採集者も， 

時も，臺灣で〇產珊も記されてな <，义これは Wien 必博物館。標本であつ 
を。义 r . slmpsonii の方は從ホの記錄に基いて記載し琉球，香避，日本を 
産地として擧げ， sinensis をシノニムとした （ p . 15)〇結局 formosanus は雄 
のみ stwipsonii は雌のみしか知られでねないので，么等爾種は同一趣であるこ 
とは疑ないことである 0 

私は今を。原文が手許にないが Kraepelin 巧は1899年になつて Das Tierrc - 
ich , 8. Lieferuiig , みか ] piones and Pedipalpi , p . 209 に於て， こみ抑 ' wmanvs 
Kraepelin C ろ）を Typopeliis crucifer Pocock ( 9 ) と同種とした。このの"か 
ifer なる種は上記の Pocock . 巧の論文中に記載されたものであるが，產地を擧 
げてない。次に記す岩川ぶ太郎巧が臺灣のものが始めての，"がみ r と巧をされた 
如< 言つてね るのは誤である0 

お川友太郞巧は1908年になつで，臺灣あび琉球（八重山）の標本10頭に基い 
て硏究し crucifer と stimpsonii と 同趣であることを知り，前者を後者〇シノ 
ニムとした。結局本邦のサソリモド乎は次のかきこととなるのである0 
Typoveltis stimpsmii ( Wood , 1862) ( Thelyphonus ) 

= で sinensis ( Butler , 1872) ( Thehjphomis ') 

= T . crucifer Pocock , 1894 
= T . formosanus Kraepelin , 1897 

扱長い前覆きを終つてみホ論に入るわけでぁ‘る。支那ホ面のこと’は後に說< 
として，ホづ臺灣であるが，靈灣では私は歯端の恒春半嵩には極めで普通であ 
るのを觀蔡し，東海岸では臺東から化蓮避方面まで產することは權かの樣 e あ 
る。其他の地方，特に山岳地帶でどの邊まで發見されるかに就いてはおは詳細 
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サ y リモトキのを布巧面 

驚き部み（地名に悴を附す）は產地を示す 


を知らず.切に識者の御 
示敎を待つ次第である。 

琉球では恐らく大部み 
の島に發見されるものと 
，霞ふが，お、自身標本を採 
集しをのは石擅島と沖繩 
本嵩むみである。之等に 
就いても將來精 2 E ずる價 
値がをると思ふ-,石垣島 
には夕い。黑栽恒氏によ 
ると，疏球では西表鳥に 
最も多く，石垣島がこれ 
に次ぐと言ふ。 

お美大島にはを島の平 
地殊に旧畑，人家の附 
近等に極めて多い。同島 
では‘’へ ヒリムシ，，又は 
‘‘フフィリャムシ，， と稱 
することは私が旣に記し 
を。最初に記した様に本 
種〇 type locality は恐ら 
く奄美大島であらうし， 
义この鳥からは Pocock 
巧によ つてを < 1894年に 
記錄せられ，興後も福巧 



2) 樞物な纖， Vo]. 1, no. II, p. 165 1,1 复狱 
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卓（關が卑）巧の觀'祭記事がある。同巧によれば德之嵩にも產し，±をを <‘ッ 
ッパシヤン"と音ふ。大鳥附近〇奄美群島中むか布も將來の精蔬を要する0 

お I 分布‘上問題となるのはお美大島が化，即ち本種み布•の化限地域でのみ布で 
ある。 これに就いては近巧幾多の調査觀察によつて，相當正礎に僻つて來た。 
ホづ.化州本屬と奄美大息の閒に散在する吐曠卿群島に於けるみ布を見るに.甚 
だ奇異なる狀態 を示してねる 〇 おは昭が9年 (1934)5 丹•鼠碟島學術調婿團（沒左 
澤モ爵ま催）に參加して同群島を巡遊した時，先づ硫黃息にて本趣の生標本を 
得，永井龜彥巧と共に之を携へて他の島々にで島巧に之を示し，をのなをを確 
めをことがあつた。をの後永井龜意巧によつて多數回の調盡が巧はれ，をの綻 
果は同氏により發表されてねる0卽ち本種の發見される島は化部から竹篇，硫 
黃島，口之島，平農，誠訪瀬島の5島で，黑島，中之嵩，队蛇島，惡石島 ，/ Jv 
寶島，寶島の6嵩には發見されない。熊毛諸島の屋久島，種子島，口み良部嵩 
にもを罔まで發見されないが，尙精蠢の必嬰があると思ふ。併し上記吐騰嘟滞 
島中の6島には確かに居らぬと斷言お來ると思ふのである。同群島で〇方言は 
ぃへノジ3ウ，，（疏黃嵩)，‘'へヒンジュウ，，（口を島），‘‘へヒラムシ，，（諫訪 
瀬島）である。 

これよりホ本種が熊本縣天単の牛深で發見されを。をの發見〇由來を述べる 
と，當時天萃の富岡吼の九州帝國大學敞屬天革臨海實驗所に居た池田準人巧だ 
偶ま昭和6年 <：1931) 2巧に天草の本渡農業學校の標本やに本種を發見しを 
れが牛深の產であることを聞いて,同年3巧16日に同氏自ら牛深へ赴いて17頭 
採集して飼育された。をの後おも同じ年の6巧22曰に4頭を牛深で採集した。 
この本渡農業學校の標本は同校の太巧實といふ生徒が昭和5年 C 1930) 1巧2 
日に牛深で採集したものであつた。巧地のサソリモドキに就いては > 大島廣， 
尾上ぉ彥，山口鐵與巧の記事がある。牛深がタトり地では發見されない。 

み現在の諷訪瀬島の住民は全部奄美大島から巧年移住したもので，從つてその方言 
る；砸美大島と一致するのは當然でちる0 
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次で池田単人氏;は翌昭和 7 年 （1932) 4巧に觀島へ採集に巧かれた力；を〇 
時上離島の中野に於で《數本穗を產するのを觀察されたかでをる。同地のホ营 
は‘‘スムシ’，と嘗ふ由である。この飽島に產することはみ井龜豫巧が極めて簡 
單に紹介されをことがあるのみである。 

ま如嚴密な意味での九州本島にはそれまで本種の棲息が知られてねなかつをの 
であるが.その後永并龜浸巧の骑力により，麗摩半島の南端のか崎.坊，’泪〇 
附近に產することが確認せられ.同氏自身十數頭を採集されを。同地では化民: 
の閒には知られで居つたものの織でぃへゴマ"（巧），‘'スダチ"（枕崎町小湊） 
の如きち言がをるかである。な上列記した名'地の方言は總て本趣が捕へられた 
時儘めて强烈な酷酸の奧を變散するのに基< ことは申すまでもない0 

な上をなて本種〇本邦に於けるみホの今罔までの知見を御紹介した次第であ 
る力;.本種は對岸支那の南部にも相當に廣くみ布してねることは疑ない。從來 
香避から知られてねる外に，化獻文氏は1能6年に南京の潑が寺の標本に基いて 
見事なる國と記載を輿へてねる。私は最近南京にがて同地產の標本を見，又杭 
が、 I に於て浙江省で採れた多數の本種の標本を見た。これから推すと支那では操 
モ江が南の東洋區に廣 < 分布•し，相當普通なものと思はれる0 
尙最後に一言すべきは Tvvopeltis amurensis ( Tarnai ) i ) といふ種が1889年に 
沿海州の Olga 灣と Tachobes 河の間の地帶から記載されてねるので.滿洲や 
朝 f 弟にもこむ屬のものが發見されること力;あつても，決して髓< に觸しまい0 
尙义支那には別に1淵4年に記載された Txjpopeltis niger ( Taraaui ) が居るので 
あるが，その詳しい產地は不明で，記載されてな來再發見されたことがない0 
F . Werner 巧が1935年に Broniis Klassen und Ordnuugen des Tierreiches 
の中の Pedipalpi を發兌:した力；すよはまださ:を見る機を得ない 0 併し本種に關 
する股りが上述べたな上の新霉實はないと信じる0 

この小文の執筆に當り髓鳥に關するホ發表の資料を快ぐ御提示下さつた池巧 
誰人巧に厚 < 感謝の意を表する。 
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寫 眞解說 

細 野善觀 


1ヨ ツデゴミグモの綱 （38. 9.18). あまり人の路达まぬ路傍喬木下の叢 

PJ し中,じ、のリボンは 
大抵の場合一回足ら 
ず.或は一回半位〇 
正圓形に近いが，こ 
れはハート形をして 
ねて美しかつたから 
撮った。斜右上へ曲 
てねるや 、太い一本 
の糸は，撮影の準備 



]. ヨツデコ•ミグモの網 


中邪魔になる艳の葉 
を除いた時に，蛛が 


驚いて一旦隱れを爲にな復して化來たもの。 

2 コケオニダモの卵棄 （40. ん 7). 枝下 5 m な上ある杉林。夏季この下に 
は4〜5尺位に羊齒や®が繁つて數蚊の跳梁がひどい。本年は4/3この蛛の遽 
網を初めて見たが，卵襄のあることを信じてはいつて見るとこれがあり，同一 
樹韓のだ對側にもう一個あつた。おはこの蛛の野外の卯襄は S 個見たごけであ 




